
▼町では夏休みの期間中、町内の小・中学生にふれあいバス（町内公共施
設循環バス）を利用していただき、「環境」
や「地域のバス」の大切さについて考え
る機会をもっていただこうと、無料チケッ
トを配布しています。図書館に行くため
に同バスを利用した中学生たちは、「友達
と乗って楽しかった！また利用したい」

「ふれあいバスの
クイズ（車内に掲
示）、間違えちゃっ
た…」など、笑顔
いっぱいに答えてくれました。乗る時のマナーな
どの掲示もしていますので、夏休みの体験のひと
つにぜひ乗ってみてください！詳しくは、企画財
政課（☎766－8711）へお問い合わせください。

本紙は古紙配合率70%の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています。11,200部作成し、1部当たりの単価は17.3円です。
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▶首里城とシーサーを共
に細かく描きました。
田
た む ら

村　一
か ず ま

真さん（3年）

◀沖縄の海と沖縄の桜を
描きました。首里城を竜
宮城にたとえて表現して
みました。
永
なが は ら

原　和
か ず き

樹さん（3年）

▲沖縄のイメージを思い
つくまま海の中にとじこ
めました。
新
しん む ら

村　瑠
る り

里さん（3年）

◀沖縄の美しい自然やエ
イサーなどをたくさんの
色を使って表現しまし
た。
葛
かっ さ い

西　寿
か ず ま

麻さん（3年）

▶ 7 月 21 日に
道の駅いなが
わにおいて、
夏季農林産物
品評会が開催
され、町内の
農業者から合
計 116 点の出
品があり、県
知事賞をはじ
め、町長賞な
ど 9 人が受賞
されました。
　また、品評会終了後には、出品された農林産物の即
売会が開かれ、見事な野菜を買い求める多くの人で賑
わいました。

「夏季農林産物品評会」を開催

▼ 8 月 1 日、子育て支援センターで「ふたご・みつご
交流会」が開催され、ふれあい遊びやパネルシアター
観賞などを通して、子どもたちだけでなく保護者の交
流も深まりました。日頃の子育ての悩みなどを聞いた
り、話したり、支
援員のアドバイス
も受けながら有意
義な時間を過ごし
ました。同セン
ターでは、様々な
イベントを企画し
て い ま す の
で、広報いな
が わ な ど で
チェックして
参加してくだ
さいね！

「ふれあいバス」
　　　　もう乗りましたか？

「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
で
」
快
適
な
自
習
を
！

▲
町
内
の
各
地
域
で
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
や
ぐ
ら
を
組
ん

で
盆
踊
り
を
楽
し
む
会
場
や
、

ス
テ
ー
ジ
上
に
地
域
の
団
体
や

ゲ
ス
ト
を
招
き
ダ
ン
ス
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
ゲ
ス
ト
と

観
客
が
一
体
と
な
り
ツ
イ
ス
ト

を
踊
り
盛
り
上
が
る
シ
ー
ン
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う

と
、
中
学
生
が
呼
び

か
け
を
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
夏
祭
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　修学旅行で訪れた沖縄
のイメージを『砂絵』で
表現しました。　

▲六瀬村の選挙人名簿

「楽しい夏祭り」
～町内各地で開催中～

「ふたご・みつご交流会」を開催

▲
町
で
は
家
庭

に
お
け
る
節
電

対
策
の
一
環
と

し
て
、
公
民
館

の
一
部
（
工
作

室
）
を
８
月
末

ま
で
開
放
し
、

快
適
な
学
習
の

で
き
る
環
境
を

提
供
し
て
い
ま

す
（
休
室
日
＝

同
19
日
・
20
日
・

27
日
）。

　

開
放
初
日
の

８
月
１
日
に
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人

が
利
用
し
、「
節
電
対
策
と
し
て
と
て
も
い
い
試
み

だ
と
思
い
ま
す
」「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
勉
強
で
き

た
の
で
、
は
か
ど
り
ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご利用く
ださい！

　

詳
細
は
、
中
央
公
民
館
（
☎

７
６
６
・
８
４
３
２
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
、
町
域
南
部
で

は
中
谷
村
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
北
部
で
は

島
村
外ほ

か

七な
な
か
そ
ん
こ
ち
ょ
う

カ
村
戸
長
役
場
区
域
、
お
よ
び
木

津
村
外
六
カ
村
戸
長
役
場
区
域
の
村
々
が
合

併
し
て
六
瀬
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
瀬
村
と
い
う
名
称
は
、
地
域
が
中
世
か

ら
六
瀬
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

明
治
24
年
の
資
料
で
は
、
戸
数
６
１
３

戸
、
人
口
３
千
４
６
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
村
制
施
行
時
の
六
瀬

村
吏り

い
ん員
は
、
名
誉
職
の
村

長
、
助
役
、
有
給
月げ

っ
ぽ
う俸
の

収
入
役
と
書
記
３
人
、

使し
ち
ょ
う丁
２
人
の
計
８
人
で
し

た
。

　

議
員
数
は
中
谷
村
と
同

じ
く
定
数
12
人
で
、
村
会

＜４＞広　報　い　な　が　わ 平成２４年（2012年）８月１５日

議
員
は
30
歳
以
上
の
村
公
民
の
中
か
ら
村

長
・
助
役
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
「
公
民
」
と
は
、名
誉
職
の
選
挙
・

被
選
挙
権
を
持
つ
者
を
指
し
、
そ
の
権
利
を

「
公
民
権
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　

公
民
は
、
住
民
の
う
ち
25
歳
以
上
の
男
子

で
一い

っ
こ戸
を
構
え
、
町
村
費
な
ど
の
納
入
を
分

担
し
、
地
租
あ
る
い
は
直
接
国
税
２
円
以
上

を
納
入
す
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
産
に
よ
っ
て
選
挙
権
に
格
差

が
あ
る
等
級
選
挙
制
が
と
ら
れ
、
大
正
10

（
１
９
２
１
）
年
の
町
村
制
改
正
で
廃
止
さ

れ
る
ま
で
不
平
等
は
続
き
ま
し
た
。


